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序　章

　本書では、以下のような順序で話を進めます。

第１章：動詞の時制

第２章：冠　詞

第３章：前置詞

第４章：5つの文型

第５章：文どうしの関係と“切る”姿勢

第６章：“that”と比較

最終章：「コミュニケーション英語」の流れの中で

　この配列で、

日本人にとって理解しにくいテーマ

について順を追って扱っていきます。

　まず序章で、本書全体の考え方、そして英語というテーマに

どう取り組めばよいかについて述べます。この、序章の部分は

後に回して、第1章の動詞の時制や第2章の冠詞から読み始め
ていただいてもかまいません。

●英語についての考え方●

なぜ使役動詞では toが消えるのか（1） ……………………… 191
なぜ使役動詞では toが消えるのか（2） ……………………… 192
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“前置詞＋関係代名詞”の型の“切る”ところ ……………… 206
“of＋関係代名詞”の型の“切る”ところ …………………… 208
関係代名詞の前のカンマの有無……………………………… 210
S V, which …の思考法の重要性 ……………………………… 213
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“比較の本質”は2つ“のみ” …………………………………… 220
比較と客観性…………………………………………………… 222
“比較の本質”と“歴史の客観性” ……………………………… 224

「コミュニケーション英語」の流れの中で …………… 225
「コミュニケーション英語」の影響 ………………………… 226
センター試験が残したもの…………………………………… 228
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